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研究成果の概要（和文）：(1) 北イスラエル王国末期の時代を描く『旧約聖書』のより古い本文を再構成でき
た。(2) 新アッシリアの王碑文の検討により、実際にサマリアを征服した人物は、シャルマネセル五世であった
可能性が高いことを明らかにした。(3) 北イスラエル王国内諸遺跡の検討により、新アッシリアによる対北イス
ラエル王国政策が単なる軍事征服ではなかったことを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：(1) Older text of the Book of Kings in the Hebrew Bible, describing the last
 days of the Northern Kingdom of Israel, was reconstructed. (2) By examining the Neo-Assyrian royal 
inscriptions, the probability was pointed out that the real conqueror of Samaria was Shalmaneser V. 
(3) By examining various sites in the Northern Kingdom of Israel, it was pointed out that the 
Assyrian conquest of the Northern Kingdom was not merely a military conquest. 

研究分野：古代イスラエル史

キーワード： 古代イスラエル

  ３版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1) 古代イスラエル王国史研究は、紀元前 10 
世紀から紀元前 6 世紀初頭のパレスチナに
おける政治・社会・経済・宗教的諸相を対象
とする歴史研究の一分野である。旧約聖書が
扱う地域・時代を対象とするこの分野の研究
をけん引するのは欧米の研究者で、本邦での
本格的研究は少ない。そのため例えば、学界
ではすでに数十年来その史実性が疑問視さ
れている「出エジプト」という事件が、本邦
では依然として高等学校の世界史教科書に
史実として記されるなど、近年の古代イスラ
エル史研究の成果が社会に十分に還元され
ているとはいい難い。 
(2) 従来、こうした旧約聖書中の「歴史書」
と呼ばれる書物の記述は、基本的には史実を
反映したものとして無批判に史料として扱
われ、古代イスラエル王国史研究の基本史料
とされていた。しかし他の碑文史料や考古学
的研究結果との齟齬が判明してきた 1970 年
代以降、これら「歴史書」にも厳密な史料批
判を加えることの重要性が認識されるよう
になり、同時代セム語碑文研究や西アジア考
古学の研究成果が聖書記事の史料批判に用
いられるようになってきた。その結果、聖書
記事の一部の史料価値が否定されるケース
も増えている。こうした傾向を背景に 1990 
年代以降、考古学がより「客観的な科学」と
して強調され、古代イスラエル王国史研究に
おいて最も重要な役割を担わされる傾向が
顕著になった。かつては、聖書記事の史実性
を裏づけるために「濫用」され「歴史学の婢」
としての役割に甘んじることの少なくなか
った考古学の側から、新たな古代イスラエル
王国史像を提出しようというこうした積極
的な姿勢が出現してきたこと自体には一定
の評価をすべきである。しかし、これら考古
学的研究の多くは、精緻な史料批判の過程を
踏まないまま、考古学的研究の成果と合致す
る聖書記事のみを短絡的に信憑性のある史
料として扱ったり、逆に合致しない記事の史
料価値を即座に全面否定したりする点にお
いて、聖書記事を無批判に史料とした従来の
研究と同様、十分な客観性が確保された歴史
研究とはいえない。また、考古学者間におい
ても遺物や遺構をめぐって様々な解釈が存
在することを考えあわせれば、考古学的研究
の成果のみを聖書記事の史料価値を決定す
る「最高裁」として用いるこうした研究が真
に実証性の高い歴史像を提示しているとは
いい難い。 
(3) こうした現状に鑑み、本研究では、三分
野それぞれの研究対象や学問方法の特性を
認識しつつ、各々を個別に、徹底的かつ批判
的に分析したうえでその結果を総合すると
いう新たな手法を古代イスラエル王国史研
究に導入する。本研究で扱う時代は北イスラ
エル王国が滅亡に至るまでの 30年間という、
イスラエル王国史上重要な時代であるにも
かかわらず、王国滅亡の過程やその年代に関

しては研究者間で未だ意見の一致をみてい
ない。しかしながら、古代セム語文献史料が
充実し、またこの時期に年代づけられる破壊
層が関連諸遺跡で確認されていることから、
総合的手法による歴史研究の成果が十分に
期待できる時代である。そこで本研究ではこ
の手法によって、当該時代のより実証的な新
たな歴史像を構築すること目指す。 
 
２．研究の目的 
 本研究の全体構想は、紀元前 8 世紀後半か
ら紀元前 720 年にかけての古代北イスラエ
ル王国末期の政治史について、より実証性の
高い、新たな歴史像を構築することである。
具体的には、まず旧約聖書・同時代セム語碑
文・関連する諸遺跡層位の物質文化を批判的
に個別に研究し、その結果を総合するという
手法を用いて、これまで十全に解明されてこ
なかった北イスラエル王国滅亡の歴史的経
緯に関して、①王国末期の王朝交代と対外政
策との関係、②首都サマリア陥落の正確な年
代、③史料によってサマリア征服者が異なる
歴史的・歴史叙述的背景、④三年間包囲が続
いたとされるサマリア陥落の実態という四
点を中心に明らかにすることを目的とする。 
 
３．研究の方法 
(1) 本研究では、以下の①～④の手順を踏み、
北イスラエル王国末期の歴史像を構築する。 
① 同時代を描いた聖書記事のオリジナルに
近いテキストを復元し、史料価値の高い部分
を抽出する。 
② 同時代セム語文献資料の分析を通して、
北イスラエル王国に大きな影響を及ぼし、後
には同国を滅ぼしたアッシリアの国内政治
情勢を再検討する。 
③ サマリアとそれ以外のパレスチナの遺跡
の発掘調査結果を比較することにより、サマ
リア攻囲戦の特異性を解明する。 
④ ①～③の研究結果を総合的に考察する。 
 
４．研究成果 
(1) 北イスラエル王国末期の時代を描く『旧
約聖書』「列王記下」15章から 17章までのよ
り古い本文を、様々な古代訳写本等との比較
を通し、本文批評的観点から再構成すること
ができた。とりわけ、七十人訳聖書に、北イ
スラエル王国最後の王ホシェアが共謀した
エジプト王の名が、他の写本と異なっている
という事実が、七十人訳がエジプトで作成さ
れたことと関係しており、後代の訂正である
可能性は否めないものの、正確性を期するこ
とのできる情報である可能性を有すること
を確認できた。 
(2) 北イスラエル王国末期時代に平行する新
アッシリアの三人の王の王碑文を詳細に検
討することによって、王碑文内のプロパガン
ダ的要素を浮き彫りにし、そこに書かれてい
る北イスラエル王国、とりわけサルゴン二世
のサマリア征服の記述については、それが多



分に王権プロパガンダ的な要素を含んでお
り、実際にサマリアを征服した人物は、従来
主流であった学説とは異なり、シャルマネセ
ル五世であった可能性が高いことを明らか
にした。 
(3) 従来それがティグラト・ピレセル三世の
破壊に一元的に帰されてきた、北イスラエル
王国末期の諸遺跡で出土した同時代の層に
ついて詳細な検討を加え、破壊の年代が必ず
しも一度の遠征によるものではなく、その前
後の時代に破壊されたものがあること、また、
まったく破壊がなく、単に放棄された遺跡や、
居住が継続している遺跡があることも確認
することができた。これは、新アッシリアに
よる対北イスラエル王国政策が単なる軍事
征服ではなかったことを明らかにする重要
な発見である。 
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